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第１章　 地域及び地積

第１節　　 地　域

　本地区は、茨城県水戸市外３市３町１村(８市町村)にまたがり、那珂川流域の低平地及び台地に展開する水田6,687ha、畑1,930ha

からなる農業地帯である。

第２節　　 地　積

（平成20年３月現在）

現況地目 

 市町村名

  水　戸　市 2,708 582 － 3,290

  ひたちなか市 839 370 － 1,209

  常陸大宮市 272 294 － 566

  那　珂　市 1,157 150 － 1,307

  茨　城　町 1,050 136 － 1,186

  大　洗　町 176 0 － 176

  城　里　町 314 398 － 712

  東　海　村 171 0 － 171

計 6,687 1,930 － 8,617

田
（ha）

畑
（ha）

その他
（ha）

計
（ha）

備　　考
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第２章　 地域の現況

第１節　　 地形

　本地区は、茨城県北西部から西部に位置する八溝山地の南端及び筑波山地に連なる丘陵地（常陸大宮市、城里町）であり、地区中央

を流れる那珂川をはさんで、左岸側に洪積地の那珂台地（ひたちなか市、那珂市、東海村）、右岸側に東茨城台地（水戸市、城里町、

茨城町）、石岡台地（茨城町）があり、この台地上を関東ローム層といわれている洪積世の火山灰層が覆っている。また、那珂川及び

涸沼川沿いに沖積低地があり、海岸近くで広がっている。

　田の傾斜は1/1,000未満が主で、畑の傾斜は3°未満であり、比較的平坦である。

第２節　　 気象

　本地区の気候は、夏期はやや高温で冬期は低温となる内陸性気候を呈し、年間平均気温13℃前後、年間降水量は約1,300mmであり、

春期には霜害が発生することもある。

(1) 一般気象

最　多　風　向 ＮＮＷ
最大風速
(風向)

28.3ｍ/s
（Ｎ）

最多風向発生時期　10月～３月
最大風速発生年月日　昭和36年10月10日

無  霜　期　間 4月15日～11月4日　　204日間

降水日数
平　均 (日) 67 45 112

基準年 (日) 61 47 108

1067 計画基準年：昭和45年

根  雪　期　間 －

計画基準年：昭和45年

降 水 量
平均(mm) 845 489 1,334

基準年 (mm) 602 465

平均気温 (℃) 19.7 7.3 13.5

観測所名 水戸地方気象台 かんがい期
計又は平均 備考

観測期間 昭和34年～平成19年 ４月～９月 10月～３月
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(2) 特殊気象

244 1/51 226 1/34 202 1/20 200 1/19 197 1/18

389 1/167 320 1/46 288 1/25 251 1/12 241 1/10

71 1/44 65 1/25 60 1/16 58 1/13 54 1/9
昭和35.1.17

～
昭和35.3.10

最大連続雨量
　　　　(mm)

昭和36.6.23
　　　～7.1

昭和52.8.13
　　～8.20

昭和61.8.4
　　～8.5

平成3.10.5
　～10.15

昭和40.9.13
　　～9.17

最大連続干天日数
　　　　　　(日)

昭和48.11.11
～

昭和49.1.20

平成10.12.8
～

平成11.2.10

平成7.11.21
～

平成8.1.19

昭和53.1.1
～

昭和53.2.27

 年月日

発
生
確
率昭和34年～平成19年

最大日雨量
　　　(mm)

 昭和61.8.4  昭和41.6.28 平成8.9.22 平成3.9.19 昭和52.9.19

数

量
 年月日

発
生
確
率

数

量
 年月日

発
生
確
率

第 ５ 位 備考

水戸地方気象台

観測期間 数

量
 年月日

発
生
確
率

数

量
 年月日

発
生
確
率

観測所名

第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位

数

量
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第３節　　水利状況

　一級河川那珂川に隣接する水田は那珂川を用水源とし、頭首工及び揚水機場により取水している。那珂川を用水源としない水田

は、一級河川涸沼川、涸沼前川、中丸川、桜川、玉川、二級河川新川等の中小河川及びため池が取水源であり、このほか地下水を

利用している。また、畑地については、ほとんどの地域で天水に依存している。

　これらの農地については、国営那珂川沿岸土地改良事業及び関連事業等で整備される農業水利施設により配水される予定である。

第４節　　耕地面積

田 畑 計

2,988 731 3,719 1.4 0.3 1.8 2,122 2020年農林業センサス

877 641 1,518 1.0 0.8 1.8 842
農業経営体数は経営耕地のある

1,166 518 1,684 0.9 0.4 1.3 1,301 実経営体数

1,214 638 1,852 1.2 0.6 1.8 1,002

1,897 1,497 3,394 1.4 1.1 2.4 1,397

237 237 474 1.9 1.9 3.9 123

767 355 1,122 0.9 0.4 1.4 826

265 271 537 0.9 0.9 1.7 309

9,411 4,888 14,300 1.2 0.6 1.8 7,922

  大　洗　町

  城　里　町

  東　海　村

計

備　考

  水　戸　市

  ひたちなか市

  常陸大宮市 

  那　珂　市

  茨　城　町

市　町　村　名
田

（ｈa）
畑

（ｈa）
計

（ｈa）

一経営体当たり
平均耕作面積（ｈa） 農業

経営体数
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第５節　　地域環境の概況

(1) 自然環境

　本地域は、那珂川沿いに水田地帯が広がり、台地縁辺部の斜面緑地と水路や小河川流域のため池と谷津田があいまって、水辺と

緑が織り成す豊かな自然環境を形成している。本地域の中心を流れる那珂川には、天然のアユやサケが遡上し、地域文化や産業と

も密接に関係する貴重な水産資源となっている。

　また、水源地となる御前山ダム周辺は、古くは水戸藩の御用林として造林保護され、自然林の相を成し、猛禽類のオオタカや

ハッチョウトンボ、タコノアシなどの希少生物も生息する豊かな自然環境を有している。

(2) 景観等

　本地域は、温暖な気候と肥沃な土壌、那珂川の豊かな水を活かし、古くから農業が営まれてきており、水辺と緑が織り成す美し

く豊かな農村景観を形成している。また、御前山ダム周辺は、昔ながらの懐かしさを感じさせるような農村景観を有している。さ

らに、台地縁辺部には遺跡などが多く点在するとともに、本地域の主要な水利施設となっている備前堀用水路や小場江堰用水路は、

江戸時代に開発され現在も利用されているものであり、農業が本地域の発展に寄与してきた歴史・文化を見てとることができる。

　また、本地域では、美しく豊かな農村地域を舞台として、グリーンツーリズムの取組も行われている。

- 5 -



第３章　 維持管理計画

第１節　 目　的

　国営那珂川沿岸農業水利事業によって新設された御前山ダムを維持管理することにより、安定した用水供給を行うととともに、

農業生産性の向上、農業経営の合理化及び安定化を図ることを目的とする。
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第２節　 用水施設関係

(1) 施設の種類、規模、構造及び維持管理の方法

1) 貯水池

①施設の規模、構造

名　称 位　置

直接 間接 総貯水量 有効貯水量

中心遮水ゾーン型
ロックフィルダム

23.3 － 52.0 298.0 935
中硬岩
(砂岩)

7,200 6,500
H9～R8

（予定）

型　式 型　式
取水量

(m3/s)
型　　式

放流量

(m3/s)

自由越流型側水路
斜樋式

(地山設置型)

3.93
農業用水　  3.93
下流放流量　0.15

ジェットフロー
ゲート

3.84
農業用水　  3.84
下流放流量　0.15

維持管理
の方法

県管理

備　考
堤体積

(千m3)

基礎地盤
地質

貯水量（千m3)

堤　体

型　式
流域面積(km2) 堤　高

(m)
堤　長
(m)

新設

下流放流
量は農業
用水の内
数

洪水吐

850.0

御前山ダム
常陸大宮市下伊勢畑字前押立（右岸）
常陸大宮市上伊勢畑字相川（左岸）

造成年
(更新年)

洪水量(m3/s)

取　水
施　設

放流施設

容 量 配 分 図

堤頂

常時満水位

6,500 千m3

700 千m3

基礎地盤

余裕高

有効貯水量

死水容量

ＥＬ. 73.0 m

ＥＬ. 68.0 m

ＥＬ. 46.0 m

ＥＬ. 21.0 m

最低水位
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②貯水池の管理の方法

ア） 管理体制

　施設の管理は、別に定める条例及び「御前山ダム管理規程」に基づき、茨城県が行う。

イ） 貯水、取水及び放流の方法

　水利使用規則（国営那珂川沿岸土地改良事業）の範囲内において、御前山ダムにおける流水の貯留及び取水を行い、別に

定める条例及び「御前山ダム管理規程」に基づき、適正な運用を図る。

貯水池における流水の貯留及び取水制限流量

取入時期

備考

水利使用規則：国営那珂川沿岸土地改良事業

本取水口

注水口

(2) 配水の時期及び方法

　別に定める条例及び「御前山ダム管理規程」に基づき、ダムに貯留した流水を相川に注水する。

　かんがい期は、水田用水については４月下旬から９月下旬までとし、畑地かんがい用水については通年とする。

取入口名 取入時期

御前山ダム 毎年１月１日～12月31日まで

毎年１月１日～12月31日まで

毎年１月１日～12月31日まで

　御前山ダム地点における相川の流量が0.153m3/sを超え、かつ、野口地点における那珂川の流量が３月25日から９月30日まで
の間においては37.0m3/sを、10月１日から３月24日までの間においては24.5m3/sをいずれも超える場合に限り、相川の超える部
分の範囲内において行う。
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御前山機場

相川注水

(3) 干ばつ時における処置

　水利使用規則（国営那珂川沿岸土地改良事業）の範囲内において、御前山ダムにおける流水の貯留及び取水を行い、別に定

める条例及び「御前山ダム管理規程」に基づき、適正な運用を図る。

(4) 洪水時における処置

　貯水池への流入量が66.7m3/s以上であることを「洪水」という。また、ダムに係る直接集水域である予報区（常陸大宮市）

を対象とし、大雨警報（浸水害）が行われ、その他洪水が発生するおそれが大きいと認められるに至った時から、これらの警

報が解除され、又は切り替えられ、かつ洪水の発生するおそれが少ないと認められるまでの間で、洪水時を除く間を「洪水警

戒時」という。

　洪水警戒時の前、洪水警戒時及び洪水時には、別に定める条例及び「御前山ダム管理規程」に基づき、措置を行う。

(5) 他の農業水利団体との関係

　本事業に関連する関係市町村、那珂川沿岸土地改良区、千波湖土地改良区、那珂川統合土地改良区、渡里台地土地改良区と

密接な連携を図って管理する。

毎年１月１日～12月31日まで

毎年１月１日～12月31日まで

御前山ダム 毎年１月１日～12月31日まで

施設名 配水時期 備考
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(6) 制裁規定

　該当なし

第３節　 排水施設関係

　該当なし

第４節　 農業用道路その他農地の保全又は利用上必要な施設関係

　該当なし

第５節　 他事業との関係

　御前山ダムは、令和２（2020）年５月28日に締結された「那珂川水系治水協定」に事前放流を行うダムとして位置づけられて

おり、この協定に基づき、関係機関と連携して洪水調節機能強化の推進とともに水利用の調整の円滑な実施を図る。
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第４章　 環境との調和への配慮

　本事業を実施する地域は、那珂川とその沿岸部の地形や農地によって豊かな自然環境と農村景観が形成されている。事業の実施にあた

っては、本地域の有する自然環境や農村景観の保全に配慮した管理を行う。
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第５章　 事業費

標準年間維持管理事業費 29,666 千円

　ただし、物価の変動及び維持管理に伴って臨時に支出を要する経費は、その都度事業費を増額するものとする。
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第６章　 効用

　本事業の実施により、管理施設の整備補修を円滑に進め、良好な管理を図ることにより安定した農業用水を確保するとともに、円滑

かつ合理的な配水を行うことによって、農業生産性の向上と農業経営の安定化に資する。併せて、「那珂川水系治水協定」に基づき、

関係機関と連携して洪水調節機能強化に資する。
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第７章　 図面

１　用水関係図

(1) かんがい施設の位置及び受益地域を記載した図面

(2) 用水系統図
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